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　 Ib 型 の ダ イ ヤ モ ン 1” こ 電 子 線 ま た は 中 性 子 線 を照 射 し、 900 ℃ 程 度 で ア ニ

ール す る と、 不 純 物で あ る 孤 立窒 素 （以 下 N と略 す ）と 原 子 空 孔 の 結 合 した NV

セ ン タ ー （以 下 NV と 略 す ）が 形 成 され る。　 NV は、 638nm に ゼ ロ フ ォ ノ ン

線 を 持 ち、 フ ォ ノ ン サ イ ド バ ン ド に よ る 強 い 吸 収 及 び 発 光 を 示 す バ イ ブ ロ ニ ッ ク

セ ン タ ー で あ る。 照 射 後 ア ニ ール し た Ib 型 の ダ イ ヤ モ ン ドで は 、 638nm よ

り短 波 長 側 に こ の NV に よ る 強 い 吸 収 帯 が 存 在 す る
一

方、 そ れ よ り長 波 長 側 に も

僅 か で は あ る が 構 造 の な い 吸 収 帯 （以 下 X と 略 す ）が 存 在 す る ． しか し X の 起 源

は 明 ら か で は な い
， こ の よ うな 試 料 に 515nm の 光 を照 射 す る と、　 NV お よ び

X の 吸 収 が 減 少 す る こ と （ブ リ ー チ ン グ ）
’
を発 見 した 。 こ の ブ リーチ ン グ の 撮 構

を 明 ち か に す る の が、 本 研 究 の 目 的 で あ るe

　 初 め に、 NV と X の ブ リーチ ン グ が 同 一
の 起 源 に よ る も の か を 調べ る た め 、 パ

ル ス 励 起 後 の 時 間 分 解 光 誘 気 吸 収 ス ペ ク ト ル ポ 及 び ブ リ
ー

チ ン グ の 効 率 の 励 起 波

長 依 存 性 を測 定 した。 そ の 結 果 次 の 点 が 明 ら か に な っ た。

・各 波 長 に お け る ブ リ ーチ ン グ は 時 間的 に 同
一

の 回 復 過 程 を 示 す。

・NV も X も 670nm よ り短 波 長 の 光 で ブ リ ーチ さ れ る。

こ の 2 点 か ち、 NV と X の ブ リ ー チ ン グ は 同
一

の 起 源 に よ る も の で あ る と 結 論 さ

れ る。 ブ リ ー チ ン グ が 非 常 に 広 い 波 長 域 で 起 こ っ て い る こ と、 ま た 有 効 な 励 起 波

長 域 と 未 照 射 ダ イ ヤ モ ン ド の N に よ る 光 伝 導 ス ペ ク ト ル の 立 ち 上 が りが ほ ぼ 一 致

す る こ と か ら、 ブ リー
チ ン グ は、 N の 電 子 が 伝 導 帯 に 励 起 され る こ と に よ り起 こ

る も の と推 察 で き る。

　 次 に、 ブ リ ー チ ン グ の 回 復 の 時 間 変 化 を 励 起 光 に 連 続 光 及 び パ ル ス 光 を もち い

て 測 定 した． 連 続 光 と パ ル ス 光 の 時 と で 違 い は あ る も の の 、 回 復 は 時 間 の 対 数 （

LOG − t ） に 比 例 し て 変 化 して お り、 こ れ は 時 定 数 に 分 布 が あ る こ と を 示 唆 し

て い る。 ま た 回 復 は 低 温 に す る と 共 に 遅 く な っ て い き、 回 復 過 程 に 熱 活 性 化 的 な

要 素 が 含 まれ て い る こ と を 意 味 して い る。

　 こ れ らの 事 実 を説 明 す る た め、 次 の よ うな モ デ ル を提 案 す る． 670nm よ り

短 波 長 の 光 に よ り N の 孤 立 電 子 が 伝 導 帯 へ 励 起 さ れ る． 励 起 され た 電 子 は、 NV

や X を 初め 他 の ト ラ ッ プ セ ン タ ー P に ト ラ ッ プ され、 そ れ ぞ れ 電 荷 状 態 の 違 うセ

ン タ ー に 変 わ る ． 励 起 終 了 後 は、 P 一
か ら熱 的 に 伝 導 帯 へ 励起 さ れ え 電 子 が 再 び N

V や X に ト ラ ッ プ され る 過 程 と、 NV
’
や X 璽

の 電 子 が ト ン ネ リ ン グ に よ り N ’

に 戻

る とい う 2 つ の 過 程 に よ りブ リー チ ン グ の 回 復 が 起 こ る． 回 復 の 時定 数 の 分 布は、

NV
’
や X ’

と N ◆
の 距 離 の 分 布 と、 ト ラ ッ プ セ ン タ

ー
の 熱 活 性 化 エ ネ ル ギ ー の 分 布

の 重 ね 合 わ せ を反 映 した もの に な る ． こ の よ うな モ デ ル に よ り、 連 続 及 び パ ル ス

励 起 後 の 回 復 過程 の 違 い も 定性 的 に 説 明す る こ と が で き る ．
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